
 

令和 8 年度 EPA 関税認定アドバイザー 養成講座 

シラバス 

 

 

１．開催期間及び時間 

令和 8 年７月２８日（火）～７月３１日（金）   

 

※ 各日とも 09:30～１７：００ 

（初日の 28 日（火）は０９:３０より接続テスト及びオリエンテーション有り） 

 

２．開催方法 

  全てオンラインでの開催 

   

３．養成講座の内容 

【養成講座のスケジュール概要（案）】 

開催日 時間 コマ数 講義名 

７月２８日(火) ０９：３０～０９：４５  オリエンテーション 

７月２８日（火） ０９：４５～１１：００ 1 ① EPA 概論 

７月２８日（火） １１：１５～１２：４５ 1 ② HS 総論 

７月２８日（火） １３：４５～１５：１５ 1 ③ 原産地規則総論 

７月２８日（火） １５：３０～１７：００ 1 ④ 事業戦略と関税 

７月２９日（水） ０９：３０～１１：００ １ ⑤ EPA 第一種特定原産地証明書（第三者証

明） 

７月２９日（水） １１：１５～１２：４５ １ ⑥ JETRO での EPA 活用支援と企業の活用

状況・課題 

７月２９日（水） １３：４５～１５：１５ 1 ⑦ EPA 特恵関税活用（分野別・自動車部品） 

７月２９日（水） １５：３０～１７：００ 1 ⑧ EPA 活用における企業課題と対応策 

７月３０日（木） ０９：３０～１２：４５ 2 ⑨ EPA 特恵関税活用実務（原産地規則編） 

７月３０日（木） １３：４５～１７：００ 2 ⑩ EPA 特恵関税活用実務（関税分類編） 

７月３１日（金） ０９：３０～１２：４５ 2 ⑪ EPA 特恵関税活用（分野別・繊維） 

７月３１日（金） １３：４５～１５：１５  ⑫ 試験 

合計  １４ （＝２１時間＋α）４日間 
 

（注）最終日に実施する試験において一定以上の成績を収めた方を合格とする。 

 

  



 

【養成講座のシラバス（案）】 

 

 

 

科目名 ① EPA 概論  

講師名 財務省関税局 経済連携室長 

講義目標 ⚫ EPA 関税認定アドバイザーへの期待・役割を理解できる 

⚫ WTO 協定及び EPA の関係を理解できる 

⚫ 最新の EPA 交渉や、EPA の活用状況について理解できる 

講義概要 ⚫ EPA 認定アドバイザー制度と EPA 支援 

⚫ WTO を中心とした多角的自由貿易体制と例外としての EPA  

⚫ 最新の EPA 交渉状況 

⚫ EPA の物品貿易章、貿易円滑化章、原産地規則章、HS との関係 

⚫ EPA の活用状況 

使用テキスト パワーポイント コマ数 １(７５分) 

 

 

 

科目名 ② HS 総論 

講師名 財務省・税関 分類センター長 

講義目標 ⚫ ＨＳの体系（部・類・項・号）を理解できる 

⚫ 関税率表の解釈に関する通則の基本的な適用順序を説明できる 

⚫ 複数候補がある場合の分類判断の考え方を理解できる 

⚫ 具体的な分類事例を通じて規定の適用方法を把握できる 

講義概要 ⚫ HS の概要（基本構造） 

⚫ 分類の基本的な考え方 

⚫ 関税率表の解釈に関する通則の体系 

⚫ 16 部（機械類）を例にした、注の適用方法 

⚫ 具体的な分類事例 

⚫ 税関 HP の事前教示回答事例を利用した、貨物の検索方法 

使用テキスト パワーポイント コマ数 １(９０分) 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

科目名 ③ 原産地規則総論 

講師名 財務省・税関 EPA 原産地センター長 

講義目標 ⚫ 原産地規則を理解できる 

⚫ 原産品の要件を理解し、説明できる 

⚫ 実質的変更基準それぞれの違いと考え方を理解し、説明できる 

⚫ 具体的な事例を通じてEPAを利用するために必要なプロセスや手続きを理解し、

説明できる 

講義概要 ⚫ 原産地規則の概要 

⚫ 原産品の類型 

⚫ 実質的変更基準の概要 

⚫ 自己申告制度の概要と実務 

⚫ ケーススタディ 

使用テキスト パワーポイント コマ数 1(90 分) 

 

 

 

科目名 ④ 事業戦略と関税 

講師名 旭化成㈱ リードエキスパート（通商）、経営企画部 部付 田中 雄作氏 

講義目標 ⚫ 通商環境の概観や変化を理解し、説明できる 

⚫ 関税マネジメントの価値を理解し、指導できる 

講義概要 ⚫ 通商環境概観 

⚫ 通商環境変化と事業インパクト 

⚫ 関税マネジメントの価値 

⚫ 企業の通商戦略（通商環境・ルール変化への対応策） 

⚫ 通商・関税人材 

使用テキスト パワーポイント コマ数 １(９０分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

科目名 ⑤ EPA 第一種特定原産地証明書（第三者証明） 

講師名 日本商工会議所 国際部 

講義目標 ⚫ 第一種特定原産地証明書（第三者証明）の特徴を説明できる 

⚫ 第一種特定原産地証明書の記載内容と確認ポイントを理解できる 

⚫ 非特恵原産地証明書との違いを理解できる 

講義概要 ⚫ 第一種特定原産地証明書（第三者証明書）の発給手続の概要 

⚫ 第一種特定原産地証明書の発給申請にあたっての留意事項 

⚫ 第一種特定原産地証明書に関する「よくある質問」 

⚫ 非特恵原産地証明書について 

使用テキスト パワーポイント コマ数 １(９0 分) 

 

 

 

科目名 ⑥ JETRO での EPA 活用支援と企業の活用状況・課題 

講師名 日本貿易振興機構（JETRO）調査部 EPA ユニット 中畑貴雄氏、加藤遥平氏 

講義目標 ⚫ JETRO の EPA 活用支援等の事業や、企業の活用状況・課題が理解できる 

講義概要 ⚫ JETRO での EPA 活用支援の取り組み（セミナー、相談窓口） 

⚫ ジェトロアンケート調査の結果 

⚫ 企業の活用事例紹介 

使用テキスト パワーポイント コマ数 １(90 分) 

 

 

 

科目名 ⑦ EPA 特恵関税活用（概況） 分野別（自動車・部品） 

講師名 ㈱アイシン 営業管理部 EPA・関税統括室 室長 清水 一氏 

講義目標 ⚫ 自動車・部品産業の概況および EPA 活用状況や課題を理解できる 

⚫ 自動車・部品分野における EPA の関税分類実務を理解し支援を実施できる 

講義概要 ⚫ 我が国における自動車・部品産業概況 

⚫ 自動車・部品分野における EPA の活用状況や課題 

⚫ EPA 特恵関税活用実務（原産地規則（関税分類変更基準、付加価値基準他）） 

⚫ 事後確認・保存書類 等 

使用テキスト パワーポイント コマ数 １(９０分) 

 

 

 

 



 

 

 

科目名 ⑧ EPA 活用における企業課題と対応策 

講師名 近畿大学経営学部商学科 准教授 石川 雅啓氏 

講義目標 ⚫ EPA 活用における企業課題と対応策を理解し対応できる 

講義概要 ⚫ EPA 活用における企業課題 

⚫ 諸外国税関における EPA 手続 

⚫ 企業課題への対応策 

使用テキスト パワーポイント コマ数  １(９０分) 

 

 

 

科目名 ⑨ EPA 特恵関税活用実務（原産地規則編） 

講師名 今川 ROO コンサルティング代表 今川 博氏 

講義目標 ⚫ EPA 特恵関税活用実務（原産地規則）を理解し実施できる 

講義概要 ⚫ 顧客の視点に立った原産地規則（必須の日本国EPA規則、顧客に深く食い込むた

めの第三国 FTA 規則、次のステップとしての非特恵規則など） 

⚫ 開発途上国税関における関税徴収の傾向 

⚫ 通関士だからできる原産地管理 

使用テキスト パワーポイント コマ数 ２(180 分) 

 

 

 

科目名 ⑩ EPA 特恵関税活用実務（関税分類編）  

講師名 貿易・通関コンサルタント 尾本 薫氏 

講義目標 ⚫ EPA特恵関税活用実務において、求められる関税分類（HS分類）の基礎知識とそ

の応用について理解し実施できる 

講義概要 ⚫ EPA における関税分類の基礎 

⚫ 品目分野毎の HS 分類の特徴 

⚫ EPA 特恵関税活用実務（タリフ・エンジニアリング：関税分類の知識を利用するこ

とによる原産地規則を満たすことの確認をより簡素化・最適化する工夫・方策） 

⚫ 相手国税関による HS 分類の解釈の相違を避ける方策（(相手国税関と交渉する

場合や事前教示照会をする場合の、商品説明書、分類意見書の書き方等） 

使用テキスト パワーポイント 

（参考図書） 

原産地規則と品目分類（HS 番号の確定から原産地証明

書の作成・保存まで） （出版元：日本関税協会） 

コマ数 ２(180 分) 

 



 

 

科目名 ⑪ EPA 特恵関税活用（概況）  分野別（繊維） 

講師名 国際貿易コンサルタント 石丸 朱氏 

講義目標 ⚫ 我が国の繊維製品の EPA 活用の際の関税分類と原産地規則について理解する 

講義概要 ⚫ 我が国の繊維産業の概況 

⚫ 繊維業界が抱える課題 

⚫ 繊維製品の EPA 活用の際の関税分類と原産地規則 

⚫ EPA 活用における実務上の留意点 

使用テキスト パワーポイント コマ数 ２(１８０分) 

 

 

 

科目名 ⑫ 試験 

目標 ⚫ 認定アドバイザーとして必要な知識、教養を習得する 

概要 ⚫ 各講座の理解度をテスト 

⚫ 上記テストの結果、合格点に達しているかどうかを確認 

 


